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実験概要

結果と考察

研究背景
哺乳類を含む多くの生物は，減数分裂と受精（接合）を伴う有性生殖によって，子孫に遺伝的多様性

を与える。減数分裂では，体細胞が行う分裂とは異なり，DNA複製後に２回連続して分裂が起こる。特
に第一減数分裂では，染色体は特徴的な挙動を示す。すなわち，第一減数分裂前期では，相同染色体ど
うしがペアとなり，交叉を伴う組換えを行うことによって結合し，第一減数分裂後期では，相同染色体
どうしが分離する。続く第二減数分裂では，体細胞分裂と同様に，姉妹染色分体が分離する。

目的
減数分裂に特有な染色体の挙動は，どのような分子メカニズムによって生み出されるのか，哺乳類の

生殖細胞において明らかにする。

減数分裂における相同染色体の分離の分子機構
減数分裂では，特異的コヒーシンサブユニットREC8が発現し，染色分体の接着部分に局在し，相同

染色体が分離するときに，染色体腕部分から消失することが必要であることがわかった。また，REC8
の消失はSeparaseによる分解によって起こるが，shugoshin (Sgo2) と呼ばれる別のタンパク質が，セ
ントロメア部分のREC8を保護し，姉妹染色分体の分離が第一減数分裂で起こらないようにしているこ
とが明らかとなった。また，減数分裂においても染色体の凝縮にはコンデンシンが関与するが，コンデ
ンシン II がメインに働き，コンデンシン I は補助的な役割を担うのみであることも明らかとなった。

今後の課題
減数分裂における染色体制御の残された最大の課題は，第一減数分裂前期において相同染色体がどの

ようにお互いを認識して結合を確立するのか，ということである。我々は上述のREC8の他にRAD21Lと
呼ばれる減数分裂特異的サブユニットが第一減数分裂前期の間だけ染色体の制御に関わることも明らか
にしているが，この両者が分子レベルでどのように機能するのかについてはよくわかっていない。減数
分裂特異的に発現する２種類のコヒーシンを様々な角度から解析することによって，その謎を解き明か
す手がかりが得られると考えている。

マウスの生殖細胞（精母細胞，卵母細胞）を材料に，
分子生物学的手法，生化学的手法，免疫組織化学的手
法，遺伝学的手法によって，染色体動態を制御するタ
ンパク質複合体コヒーシンやコンデンシンを解析して
きた。
コヒーシンは姉妹染色分体の２本のDNA分子を抱え

込むようにして染色体を接着し，コンデンシンは１本
のDNA分子を束ねることによって染色体の凝縮に関与
すると考えられている。コヒーシンには減数分裂特異
的なもの，コンデンシンには I 型と II 型が存在する。 cohesin complex condensin complex
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